
彙

報

～

　
　
　
　
㊥
更
學
研
究
會

．
例
會
二
月
十
二
日
午
後
一
時
よ
り
京
都
帝
四
大
學
樂
友
遍
照
階

上
に
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
午
後
五
時
閉
會
す
、
三
日
は
林
墨
士

三
一
の
西
洋
知
名
文
學
者
の
筆
蹟
ε
濱
田
博
士
驚
演
關
係
の
遺
物

を
多
撒
陳
列
し
て
來
會
者
の
展
観
に
供
せ
り
〇

　
　
一
、
グ
ー
テ
の
古
代
研
究
に
就
て
　
丈
學
士
　
林
　
　
久
男
君

ゲ
ー
テ
は
伊
太
利
族
行
中
ホ
ー
マ
ー
の
詩
を
比
し
希
臓
東
洋
の
古

代
を
研
究
し
て
自
己
の
三
三
に
慮
用
せ
む
こ
一
し
を
期
し
三
十
七
歳

よ
り
四
＋
歳
代
の
欄
熟
せ
る
識
見
こ
情
操
唱
こ
を
以
て
豫
々
愛
せ
る

中
世
趣
味
を
一
蹴
し
造
形
逡
物
葱
研
究
鑑
賞
し
て
古
代
趣
味
を
養

ひ
た
り
ベ
ロ
ナ
の
圓
形
舞
毫
を
観
て
昆
衆
互
に
我
自
ら
樂
し
も
る

も
の
な
り
ε
叫
び
羅
馬
府
の
不
明
門
を
見
て
イ
オ
ニ
ヤ
ド
リ
や
式

の
建
築
に
心
麗
し
チ
チ
ア
ン
作
の
マ
リ
ヤ
昇
天
圖
バ
ラ
ヂ
オ
の
建

築
に
感
服
し
、
ベ
ニ
ス
に
て
初
め
て
海
を
見
て
驚
く
ミ
共
に
ベ
ニ

ス
の
中
世
風
な
る
を
悪
み
た
る
が
如
く
彼
の
伊
太
利
族
行
は
決
し

　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
藥
　
　
　
報
　
　
圧
　
　
　
　
　
，

て
娯
樂
の
篤
行
に
齢
す
し
て
彼
の
内
捻
的
に
大
愛
化
を
與
へ
た
る

も
の
此
の
族
行
以
後
の
作
品
に
大
影
響
を
與
へ
し
も
の
な
り
。

　
一
、
出
雲
上
代
玉
作
の
遣
物
ε
遣
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
墨
博
士
　
濱
田
　
耕
作
君

　
吾
が
上
代
に
於
け
る
主
用
な
る
強
物
な
る
玉
類
に
就
い
て
唯
｝

の
三
跡
層
、
」
看
倣
さ
れ
た
る
出
雲
玉
造
及
附
近
の
慧
物
三
跡
を
詳
述

し
現
今
の
攻
三
法
を
究
め
て
古
代
の
そ
れ
に
及
ぼ
し
次
で
玉
の
性

質
ミ
加
作
ミ
を
本
邦
上
代
の
三
物
に
よ
っ
て
三
三
し
，
更
ら
に
硬

玉
製
勾
玉
の
比
重
測
定
を
試
み
て
其
の
原
石
の
寧
ろ
南
方
産
な
る

を
明
か
に
し
、
盤
玉
を
圭
用
さ
る
玉
造
は
硬
玉
を
摸
し
て
所
産
せ

ら
れ
た
る
第
二
次
的
の
も
の
ミ
し
、
倫
ほ
南
鮮
古
墳
嚢
見
の
硬
玉

製
勾
玉
に
就
て
論
考
せ
ら
れ
た
り
。

　
　
　
　
⑳
護
　
　
更
　
　
會

例
會
一
月
二
＋
八
日
午
後
六
時
牟
よ
り
樂
友
會
館
五
號
室
に
於

て
開
催
。
三
浦
天
沼
爾
敏
懸
盤
二
十
名
号
會
，
左
記
卒
業
論
文
の

梗
概
嚢
表
及
び
天
沼
敏
授
の
講
演
あ
り
十
時
散
會
す
。

　
家
定
夫
人
天
雷
院
・
こ
そ
の
環
境
　
　
　
　
　
飯
沼
　
守
麿
君

　
女
性
の
贋
値
を
女
ら
し
さ
に
求
め
て
家
定
夫
人
天
環
院
を
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
二
號
　
　
　
一
山
流
血
　
　
　
（
三
四
三
）



　
　
　
窮
＋
ご
審
　
　
藁
　
　
報
、

ひ
其
聰
明
な
り
し
黙
を
明
に
し
，
鹿
児
島
藩
が
高
崎
く
つ
れ
等
の

問
題
の
爲
危
機
に
解
せ
し
黒
黒
を
見
、
断
じ
て
夫
陥
入
輿
問
題
が

政
略
的
色
彩
を
帯
び
一
般
帯
桟
の
疑
惑
の
的
だ
り
し
事
を
説
き
、

更
に
將
軍
家
蔵
の
精
岩
本
肉
醤
的
不
健
全
の
故
に
家
庭
入
ミ
し
て

は
不
幸
な
り
し
ミ
て
和
訳
に
比
較
し
纏
嗣
問
題
に
於
て
一
橋
－
こ
紀

伊
二
家
の
箏
ひ
に
お
け
る
夫
人
の
地
位
を
槻
、
天
閉
院
ミ
な
り
て

後
初
め
て
女
性
ぐ
」
し
て
の
美
し
さ
を
現
せ
り
ミ
説
く
。

　
塵
介
集
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
島
　
誠
三
君

　
先
づ
こ
の
害
の
編
纂
さ
れ
し
時
代
を
考
へ
、
伊
蓬
家
の
當
時
の

事
情
を
見
て
そ
の
統
一
策
に
基
き
作
ら
れ
し
も
の
な
る
を
論
じ
戦

勲
時
代
請
國
法
制
，
こ
調
比
較
し
て
豊
冨
な
る
内
容
吻
故
に
史
上
に
重

要
な
る
黙
を
説
き
塵
介
の
名
の
越
源
を
推
し
貞
永
式
目
ミ
比
較
し

て
は
主
に
そ
れ
に
埋
れ
る
も
亦
韻
異
の
鮎
あ
り
て
そ
れ
の
原
因
を

時
代
文
化
に
求
め
其
内
容
の
特
に
國
際
法
規
に
近
代
的
色
彩
を
帯

ぶ
る
も
の
あ
る
を
指
摘
せ
り
。

　
近
世
に
於
け
る
復
古
的
精
製
の
襲
達
　
　
　
肥
後
　
和
男
君

　
近
蛍
の
持
つ
意
義
を
復
古
思
想
に
見
ん
、
こ
し
て
そ
の
入
文
的
傾

伺
の
鮎
に
於
て
鰍
の
文
藝
復
興
期
に
比
し
、
復
古
思
想
の
中
心
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
競
　
　
　
一
山
豊
山
ハ
　
　
（
瓢
一
閃
憎
㎜
隣
）
　
、

欝
欝
に
求
め
て
桃
撫
時
代
の
人
を
紳
に
祭
る
黙
に
中
世
の
そ
れ
、
こ

遜
別
し
、
其
古
代
人
の
思
想
ε
通
す
る
も
の
あ
る
を
擬
、
徳
州
時

代
の
歴
史
研
究
が
古
代
思
想
を
養
、
諏
源
ε
な
り
榊
道
に
於
て
も
古

代
研
究
盛
に
行
は
れ
儒
に
古
に
反
る
を
正
道
ミ
す
る
儒
教
ミ
共
通

せ
り
ミ
て
瀞
、
儒
一
致
論
の
生
れ
し
所
以
を
あ
一
こ
づ
け
、
憩
道
を
中

心
ミ
す
る
復
古
驚
動
が
日
本
純
化
の
聖
賢
ミ
な
る
黙
を
見
て
こ
れ

が
口
本
塁
民
の
自
壁
を
導
け
り
ミ
説
く
。

　
石
塔
婆
の
二
三
に
つ
い
て
　
　
工
墨
博
士
　
天
沼
　
俊
蝋
君

　
豊
後
阿
波
其
他
に
在
る
石
塔
・
板
碑
に
つ
い
て
幻
燈
に
よ
り
て

一
々
そ
の
特
長
を
指
示
し
設
明
せ
ら
る
。
そ
の
二
三
を
羅
ぐ
れ
ば
、

豊
後
國
東
に
在
る
蜜
麓
馬
繋
は
弘
安
六
年
の
銘
あ
り
高
七
尺
三
重

藁
座
蓮
座
塔
勢
九
輪
あ
り
塔
身
は
茶
壼
の
如
く
相
輪
に
は
必
ず
火

炎
あ
り
、
こ
の
種
の
も
の
濁
り
他
地
方
に
上
す
ミ
て
こ
の
型
を
國

東
塔
型
ミ
名
付
け
ら
る
。
要
望
久
浦
町
に
在
る
板
碑
膨
の
石
に
五

輪
を
刻
せ
る
も
の
に
は
塔
－
こ
板
碑
の
關
係
を
考
へ
得
べ
く
、
徳
島

市
大
瀧
由
に
在
る
地
細
、
こ
五
輸
を
薗
颪
に
剥
塾
せ
る
は
稀
ら
し
き

も
な
り
云
々
。

例
禽
臼
　
二
月
十
∴
八
艮
帰
†
後
六
時
か
†
ト
ひ
り
關
一
瓢
。
聯
賑
獺
教
授
由
ヨ
村
噛
講



師
等
二
十
四
名
議
席
、
左
記
卒
業
論
文
の
梗
概
畿
表
及
び
徳
重
學

’
士
の
講
演
あ
り
、
十
時
散
兵
す
。
…
三
巴
回
の
例
會
に
於
て
偶
眼
疾

を
搬
し
て
入
院
せ
る
柴
田
幹
事
に
慰
問
歌
を
お
く
る
こ
噺
こ
を
決
議

し
翌
目
幹
事
は
病
床
を
訪
て
贈
呈
せ
り
。

　
付
下
資
本
主
義
の
獲
達
に
就
て
　
　
　
　
　
虚
根
徳
太
郎
君

　
癒
會
経
濟
が
戦
を
9
0
0
プ
こ
し
て
糞
達
せ
る
事
に
注
目
し
て

戦
國
瞬
代
に
於
け
る
資
本
主
義
登
展
の
有
襟
を
見
ん
ミ
し
、
先
づ

そ
れ
以
前
に
於
け
る
郷
…
濟
組
織
及
び
活
動
を
観
察
し
て
本
論
に
入

り
戦
國
時
代
賓
本
主
義
の
現
れ
く
」
し
て
産
業
商
業
都
市
の
三
者
を

考
へ
城
下
町
護
蓬
の
有
襟
を
朝
倉
敏
景
＋
七
箇
條
に
よ
っ
て
窺
ひ

一
般
領
主
の
都
市
経
螢
の
有
様
を
の
べ
て
新
都
市
の
護
蓬
が
新
精

神
を
服
醸
し
三
者
共
同
し
て
資
本
主
義
子
達
を
回
せ
り
マ
」
詮
き
、

更
に
江
戸
時
代
の
経
濟
史
上
に
噛
む
る
位
置
に
も
言
及
せ
り
。

　
上
代
牧
馬
込
　
　
　
　
　
　

佐
藤
虎
雄
君

　
文
献
ミ
考
古
學
的
遣
物
爾
方
面
よ
り
上
代
弓
馬
文
化
を
研
究
せ

ん
ミ
し
石
器
時
代
慰
物
中
に
見
ゆ
る
馬
骨
に
よ
り
馬
の
占
め
し
地

位
を
考
へ
て
魏
霧
の
記
事
を
批
判
し
、
古
墳
に
獲
見
さ
る
・
土
平

々
雪
上
に
よ
り
て
古
代
人
の
精
紳
生
活
を
窺
ひ
、
馬
具
製
作
の
美

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
藁
　
　
　
報

術
的
考
察
に
於
て
は
抜
師
鞍
作
鳥
の
名
に
よ
り
て
そ
の
佛
教
美
衛

に
於
け
る
地
位
ミ
騎
感
せ
し
め
、
轄
じ
て
文
献
上
に
弓
馬
の
事
實

》
告
求
め
て
牧
揚
分
布
を
現
存
の
地
名
に
て
探
り
、
飼
部
の
地
位
の

高
下
に
よ
っ
て
順
奉
の
子
嚢
を
見
、
馬
の
使
用
法
の
文
明
程
度
に

よ
り
異
る
こ
一
こ
を
蓮
べ
て
馬
の
上
代
文
化
の
上
に
占
め
し
地
位
に

及
ぶ
。

　
奮
鹿
兇
島
藩
の
軍
厳
暑
軍
術
　
　
文
學
士
　
徳
重
　
淺
吉
君

　
髪
貌
時
代
応
え
し
軍
揃
諸
派
を
見
て
鹿
兇
島
藩
の
受
け
し
影
響

を
診
察
し
中
川
流
甲
州
新
流
御
家
流
の
三
者
ε
和
蘭
陀
流
ε
を
合

せ
て
猫
得
の
流
儀
を
作
れ
り
ε
て
戦
術
編
隊
の
有
襟
を
精
密
に
解

繹
し
こ
れ
が
特
長
ε
し
て
都
城
あ
る
こ
「
こ
、
軍
役
重
き
こ
ε
、
騎

馬
の
歩
兵
に
比
し
て
著
く
少
き
こ
ε
を
述
べ
、
郷
士
制
度
の
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
カ
タ

な
鮎
を
あ
け
菜
武
士
が
多
く
地
方
取
な
り
し
事
が
藩
の
財
政
に
餓

裕
を
生
じ
維
新
の
蓮
動
に
有
利
な
り
し
こ
ミ
を
論
か
る
。

　
　
　
　
麟
支
　
那
　
學
　
短

大
曾
毒
言
十
二
月
十
二
β
午
後
幅
時
よ
り
京
都
帝
國
大
學
樂
友

會
館
に
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
。

　
一
、
支
那
古
代
の
土
器
に
就
い
て
文
學
博
士
　
濱
田
　
耕
作
君

　
　
　
　
　
　
　
鵯
π
二
難
伽
　
　
　
憎
山
ハ
七
　
　
、
（
三
四
五
）



　
　
　
第
＋
二
巷
　
禦
　
　
報

　
支
那
古
代
の
土
器
は
鳥
居
龍
藏
博
士
や
余
も
麗
々
登
掘
し
た
な

こ
・
こ
あ
り
、
近
年
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
か
河
南
灘
墨
形
郷
溜
村
、
不

嗜
塞
，
同
河
陰
曾
池
溝
塞
秦
王
塞
に
於
け
る
二
見
そ
の
他
右
京
省

錦
西
縣
沙
埋
樋
昔
粛
青
海
地
方
の
了
見
品
に
よ
り
て
見
る
に
素
焼

。
に
し
て
原
始
的
な
る
隅
系
の
も
の
ミ
彩
色
あ
り
て
波
斯
テ
ッ
サ
リ

ア
、
　
バ
ビ
　
ロ
　
ン
の
丁
も
の
に
類
似
｛
9
嚇
（
Ψ
↓
b
の
マ
」
の
幅
旧
系
壺
の
．
爪
ワ
、
｝
は
第
・

一
系
が
本
源
な
ら
む
が
彼
の
河
南
彰
徳
府
拝
撃
子
の
般
櫨
の
も
の

は
白
土
雷
紋
に
し
て
夏
に
別
派
の
も
の
な
る
が
如
し
、

　
　
一
、
孫
徳
謙
氏
の
駐
文
説
　
　
文
墨
博
士
　
鈴
太
　
虎
雄
君

　
氏
は
漸
江
仁
和
の
人
、
王
圓
平
瓦
や
張
采
田
氏
の
友
人
に
し
て

諸
子
通
考
、
漢
害
藝
文
志
畢
例
、
六
朝
麗
指
等
の
著
あ
．
り
、
六
朝

餅
…
文
は
整
暇
な
り
ε
て
駐
丈
散
文
合
一
設
を
主
張
す
る
學
者
な
り

　
　
一
、
支
那
の
蜜
宮
に
就
い
て
　
文
墨
博
士
　
桑
原
　
購
臓
君

　
支
那
宙
富
の
起
原
は
甚
だ
古
く
し
て
早
く
周
静
寧
秋
に
墨
者
使

守
門
。
鋼
者
使
守
關
。
導
者
懸
守
面
。
曝
者
使
守
内
。
亀
こ
見
え
齊
の

竪
ヨ
、
晋
の
下
墨
以
來
智
政
事
に
参
與
し
た
。
陪
代
宮
刑
の
慶
止
後

は
，
一
、
志
願
者
、
二
、
死
罪
輕
減
者
、
三
、
異
族
の
轟
轟
及
奴
隷
、
点

綴
國
の
貢
進
に
よ
り
て
長
官
を
置
き
た
り
顔
氏
家
訓
勉
學
篇
所
見

　
　
　
　
　
　
　
第
二
聴
閉
　
　
一
山
一
八
　
　
　
（
三
三
ハ
）

の
四
割
鷺
の
如
き
は
實
に
外
人
出
身
の
一
例
ε
す
、
元
以
後
之
を

火
者
ε
幽
す
る
は
印
度
の
ヨ
5
す
ン
な
る
語
よ
り
來
由
す
、
大
膿
…
よ

り
見
て
窟
よ
り
明
代
ま
で
の
寮
官
は
幅
建
人
が
多
く
明
末
よ
り
清

朝
は
直
質
置
の
入
が
多
く
直
隷
の
河
間
府
は
清
朝
時
代
富
寛
産
地

の
本
場
ざ
辮
せ
ら
る
。

　
右
終
り
て
晩
餐
會
を
開
き
有
望
な
る
史
談
を
交
換
し
て
午
後
九

時
散
會
せ
り
、
此
の
日
來
會
者
約
百
七
十
人
聖
堂
稀
有
の
盛
會
な

り
き
。

豫
鱒
蕎
日
本
年
二
月
五
日
午
後
二
時
牟
よ
り
京
都
帝
國
大
學
々
生

集
解
楊
南
室
に
て
大
降
雪
の
中
に
開
催
先
づ
左
の
講
演
あ
り
。

　
一
、
蒙
古
の
大
理
遠
征
に
就
い
て
　
文
學
士
　
杉
本
直
治
郎

　
こ
の
湛
征
が
史
上
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
る
る
か
を
詳
か
に

す
る
に
當
り
、
先
づ
そ
の
史
實
を
跡
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
ε
な
し
、

そ
れ
に
は
遠
征
の
主
客
爾
艦
を
澱
め
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
問

題
に
な
る
の
は
そ
の
客
膿
だ
る
大
理
の
支
配
種
族
に
就
い
て
肖
・
あ

る
か
ら
、
こ
れ
が
決
定
を
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
ミ
て
、
仔
細
に

考
謹
を
試
み
て
そ
の
タ
イ
族
た
る
こ
一
こ
を
論
閉
し
、
更
に
該
湛
征

の
動
機
経
過
結
果
、
影
響
よ
り
、
進
ん
で
そ
の
史
的
儂
値
に
及
ぼ
む



ミ
し
て
論
を
結
ん
だ
。

　
　
　
　
翻
大
日
本
史
料
第
三
編
登
行

　
大
日
本
史
料
の
嚢
行
所
な
る
東
京
帝
國
大
學
内
史
料
編
纂
係
で

は
先
年
事
業
の
籏
張
く
」
共
に
新
た
に
第
三
沼
部
を
壌
設
し
て
堀
河

天
皇
の
癒
徳
三
年
か
ら
御
湿
朋
夫
皇
の
文
治
元
年
迄
百
年
間
に
亘

る
李
安
朝
末
期
の
史
料
編
纂
に
從
事
中
で
あ
っ
た
が
、
咋
年
其
第

一
冊
を
登
行
し
た
。
本
書
は
磨
徳
三
年
十
一
月
か
ら
寛
治
四
年
十

二
月
迄
を
牧
め
て
居
る
か
ら
こ
れ
に
糠
っ
て
我
國
最
初
の
院
政
な

る
白
河
上
皇
の
院
政
の
組
織
S
後
三
年
の
役
S
を
見
る
こ
ミ
が
出

甦
る
。
材
料
の
中
に
は
其
主
要
部
分
を
占
め
た
後
襟
軍
師
通
夜
の

如
き
近
衛
家
所
藏
の
師
通
の
自
筆
で
流
布
本
に
は
鋏
け
て
居
る
も

の
が
採
録
さ
れ
て
居
り
、
叉
二
野
に
は
八
幡
太
郎
絡
詞
の
外
に
、

製
作
年
代
の
明
記
さ
れ
た
最
古
の
も
の
ミ
し
て
の
正
倉
院
聖
語
語

御
物
の
成
唯
識
論
や
高
野
山
金
剛
峯
寺
所
以
の
面
繋
圓
の
如
き
我

文
化
史
上
貴
重
な
難
品
も
牧
め
ら
れ
て
居
る
。
本
書
は
菊
判
千
三

十
二
頁
で
あ
る
が
爾
後
高
年
千
頁
程
の
も
の
を
一
二
班
襲
行
の
豫

定
で
定
償
は
各
冊
金
七
圓
，
此
際
義
行
所
に
申
込
め
ば
特
に
本
編

丈
の
豫
約
の
需
に
も
慮
す
る
ざ
の
事
で
あ
る
。

　
　
”
第
十
二
巻
　
　
會
　
　
　
報

會

艮済亭

　
　
　
　
愚
正
　
　
　
誤

記
號
二
三
頁
七
行
　
御
民
の
生
活
（
再
び
）
の
下
（
上
）
を
削
る

　
　
　
　
⑳
寄
贈
交
換
圖
書

満
洲
奮
蹟
志
　
下
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
南
満
洲
鐵
蓮
株
式
會
赴

日
雪
交
通
史
（
上
）
木
宮
泰
彦
氏
著
　
　
　
著
　
　
　
者

國
學
院
雑
誌
三
二
の
ご
一
，
三
三
の
剛
，
二
國
學
院
大
學

商
業
・
こ
経
濟
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
高
等
商
業
學
校
研
究
館

龍
谷
大
學
論
叢
　
一
一
七
一
、
二
七
二
　
　
　
　
龍
谷
大
學
論
叢
肚

人
類
學
叢
誌
　
四
一
の
一
一
　
一
二
，
四
二
の
一
東
京
人
類
墨
會

名
古
屋
研
究
　
二
の
一
、
二
　
　
　
　
　
尾
篭
郷
土
史
會

民
族
二
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
民
族
畿
行
所

佛
教
研
究
七
の
四
、
八
の
一
　
　
　
大
谷
大
悲
佛
教
研
究
會

経
時
論
叢
　
二
四
の
一
、
二
　
　
　
　
　
　
具
申
學
會

考
古
密
男
誌
　
一
七
の
一
、
二
、
三
　
　
　
　
考
　
古
　
學
　
會

史
學
雑
誌
三
八
の
扁
、
二
、
三
　
　
　
　
史
　
　
學
　
　
會

　
　
　
　
　
　
　
雄
耀
二
擁
靹
　
、
　
一
轟
ハ
九
　
　
　
（
一
ご
四
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
會
　
　
　
毅

歴
史
地
理
　
四
九
の
二
、
三

通
報
（
弓
。
毒
喰
㌘
ρ
）
＜
o
】
・
×
図
H
＜
●
翼
。
．

　
　
　
　
働
曾
　
員
　
動
　
静

　
　
　
　
　
圏
入
　
　
　
會

京
都
市
紫
野
門
前
町
　
早
川
方

島
根
縣
美
保
ケ
關
町

京
都
市
上
京
腿
上
御
難
前
通
室
町
西

　
（
右
紹
介
者
　
那
波
利
貞
氏
）

東
京
市
牛
込
歴
納
戸
五
三
〇

　
（
右
紹
介
者
　
田
代
通
直
濡
）

堺
市
向
陽
町
ご
こ
七

　
（
右
紹
介
者
　
蜀
村
善
太
郎
氏
）

大
阪
市
北
随
澤
江
町
四
丁
目
．
一
〇
三

束
京
市
外
下
澁
谷

　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

東
京
府
豊
多
摩
郡
杉
並
町
阿
佐
谷
二
三
三

　
（
右
紹
介
者
　
鳥
羽
正
雄
氏
）

朝
鱗
全
羅
南
道
光
州
高
等
普
通
學
校

　
　
二
本
學
術
普
及
會

轟
り
U
　
　
噂
”
三
男
。
導
。

　
　
　
　
角
田
　
大
立
氏

　
　
　
　
藤
島
蓬
生
擦

者
山
方
溢
田
　
算
氏

　
　
　
　
松
野
重
正
氏

　
　
　
　
大
北
　
勉
氏

　
　
　
　
赤
司
　
健
三
氏

國
學
院
大
腿
國
史
研
究
室

　
　
　
　
川
崎
庸
之
氏

　
　
　
　
香
川
嘉
男
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
七
〇

　
（
右
紹
介
者
　
紳
浦
萬
十
亡
命
）

三
重
縣
餓
南
郡
漕
代
村
法
田

　
（
右
紹
介
者
　
大
簡
源
一
氏
）

山
尽
都
一
巾
西
山
ハ
條
　

心
罷
谷
大
墨
史
韻
學
研
究
室

　
（
右
紹
介
者
　
西
田
直
二
郎
氏
）

琳
果
（
承
｛
巾
説
円
山
黒
胸
町
六
町
目
唱
O
一

　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

大
阪
府
三
島
郡
千
里
山
住
宅
十
一

　
（
右
紹
介
者
　
新
町
徳
之
馬
）

大
阪
市
住
吉
厘
住
吉
町
八
〇
九

　
（
右
紹
介
者
　
源
豊
宗
氏
）

朝
鮮
京
城
府
龍
山
鐵
道
局
宮
舎
三
五
、
澤
崎
方

　
（
右
紹
介
者
　
玉
井
是
博
氏
）

　
　
　
　
　
醗
退
　
　
　
三

論
六
郎
氏
、
長
谷
川
余
男
氏
、
磯
野
實
恵
氏
、

舶
縢
賞
心
雷
謁
氏
、
士
口
村
孫
六
氏
、
石
原
日
日
胤
氏

　
　
　
　
　
三
子
　
　
　
去

押
上
森
藏
氏
、
本
間
良
三
郎
賃

　
右
謹
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す

（
三
四
八
）

六
郎
氏

法
聴
氏

準
彦
氏

茂
雄
氏

惟
矩
氏

健
介
氏

吉
田
寅
蔵
氏
、
佐


